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平成11年 度 教育研究員(特 別潅動)共 通研究主題

望 ま しい集団 を通 して,

児童 の自主的,実 践的な態度 を育 てる指導の工夫
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望 ま しい集団活動 を通 して,児 童一人一人 が 自分 のよさや可能性 が発揮 で

きるようにす るとと もに,友 達 の よさを認 め合 える場を確保 し,学 級生活 や学校生活 を さ

らに向上 させ よ うとす る自主 的 ・実践 的な態度 を育成 す ることが必要 であ る。 そ こで本年

度 は上記 の共通研 究主題 を設定 し,児 童 の側 に立 っ指導 の工夫 を探 ることに した。

研究 の推 進 に当た って は,4っ の分科会 を構成 した。各分科会 では,特 別活動実践上 の

課題 を踏 まえ,児 童 の学 ぶ姿を とらえなが ら指導の工夫 にっいて研究 した。

〈要約〉

特 別活動 は,
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1研 究 主 題 に つ い て

研 究 主 題

望 ま しい集団活動を通 して,児 童 の自主的,実 践的 な態度 を育てる指導の工夫

今 日,児 童 を取 り巻 く環 境 は,科 学技術 の急速な進歩 に加 え,少 子化や核 家族 化 により,地

域社会 の連帯感 や人間関係,仲 間意識 の希薄化等の現象 が進 みつつ あ り,児 童の意識 に も大 き

な影響 を もた らし,教 育上 の様 々な課題 を生 じさせてい る。 そのよ うな中,教 育の大 きな転換

期 を迎 え,教 育課程審議会答 申等 を受 けて新学習指 導要領 が告示 された。

新学習指導要領で は,21世 紀を担 う児童が主体的,創 造 的に生 きるためには,自 ら考 え,判

断 し行動で きる資質や能 力を育成 し,自 ら学 び自 ら考え る教育へ の転換 を図 ることが強調 され

て いる。つ ま り自 ら課題 を見 いだ し,解 決 のたあに自ら思考 し,判 断 し,実 行す る実践 的な態

度 の育成 をめざす ことが大切で ある。 さらに,進 んで友達 と協力 し,友 達 を思 いや り,入 との

か かわ りを重視す るとともに体験的な学 習や問題解決的な学習 にゆ とりを もって取 り組む こ と

が重要 であ ると考 え る。 また,自 ら集 団生活 をよ りよい もの にす るたあに互 いに,役 割 を分 担

し合 い,主 体的,協 力的 に活動で きるようにす ることが大切であ り,教 科 の学習で学ん だ こと

を統 合 し,総 合 的,発 展的 に実践す る体験 的な活動 を展開 していかなければな らない。

以上 の ことか ら特別活動部会で は,望 ましい集団活動 を通 して一人一人が 自分 のよさや可能

性 を発揮 で きるよ うにす る とと もに,友 達 のよ さを認 あ合 い,自 分 の力 で学級生活 や学校生 活

の充実 と向上 を目指 そ うとす る自主的,実 践 的な態度 を育成す ることが課題 であ ると考 え,本

研究主題 を設定 した。 そ して,本 年 度 は,下 記 の ことに重点をおいて研究を進めることにした。

・児童 が問題意識 を もって取 り組み,一 人一人 が自分 のよさに気付 き,創 造力 を発揮 しなが ら

意欲 的に活動 で きるよ うな場 の設定や指導 ・支援,評 価 の在 り方 を工夫す ること。

・望 ま しい集団活動 を通 して,互 いの よさを認 め合 い,高 め合 ってい くことがで きる人間関 係

を育成 す ること。

・一人一人 が個性 を生か しなが ら,役 割 を分担 して活動で きる場 を確保 し,児 童 の 自己実現 へ

の支援 を追究す る こと。

なお,各 分科会 では,次 のよ うな研究主題 を設定 し,共 通研究主題 に迫 る ことに した。

学級活動低学年分科会…みん なでっ くる わ くわ く学級活動

学級活動中学年分科会…

お互 いを認 め合 い,よ りよい クラスをっ くろうとす る児童 が育 つ学級活動

学級活動高学年分科会…かかわ り合い,認 め合 い,高 ま り合 う学級活動

児童会活動 ・学校行事分科会…

一人一人が学校 の活動 を成 り立 たせ ていると実 感で きる指導 の工夫

児童会活動及 び学校行事 の特 質をふまえて
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皿 研 究 の 概 要
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分科会研究主題 ・研究仮説 視 点

みんなでっ くる

わ くわ く学級活動

r

「みん なでや ると楽 しい」 「また

や ってみたい」 と思 う体験活 動 を

積 み重 ねていけば,学 級集 団 の一

員 であ ると気付 いて,自 分 た ちで

や りたい とい う思 いに支 え られ た

学級活動 にな るで あろ う。
L________________________________________J

1み んなでや る楽 しさを知 るための工夫

①教師 の意識づ け

②集団 の中での 自分の役割

③認 め合 う場の設 定

2自 分たちでやってみたいと思 うための工夫

①子 ど もたちの発意,発 想 を生 か した活

動 の積 み重ね

②活動 の見通

③助言 の工夫

一
お互 いを認 め合 い,

学

i級

一
よ りよい クラスをつ くろ うとす る

児童が育っ学級活動

活 1

!動
「 「

人 とかかわ りを深 める,自 主 的 r

に話合 いや実践がで きる,こ れ ら

中 の指導 の工夫を して いけば,お 互
学
年 い を認 あ合 い,よ り よ い ク ラ ス を

っ くろ うとす る児 童 が育 つ だろ う。
L

1人 とかかわ りを深 め る工夫

①全員が参加 で きる。②一人一人 の思 いを

大切 にす る③ 自他 の よさを認 あ生 かす④話

合 いの終末の工夫⑤集会 ・係 の工夫

2自 主的 に話合 いや実践 がで きる工夫

① 目的の共 有化②計画委員会 の運営 の工 夫

③ 自主的 に話 合いを進 あ る④進 んで実 践 が

で きる

学
級
活
動

高
学
年

かかわ り合 い,認 め合い,

高 まり合 う学級活動

rリ コ

互 い にかかわ り合 う中で よさを

認 め合 い,自 分 たちの問題 を解決

す る活動 を積 み重 ねていれば,満

足感 ・成就感 を味 わい,高 ま り合

う集 団 にな るだろ う。

1互 いにかかわる中でよさを認 め合う工夫

①学級活動 における場 の設定

②学級活動以外 の場 の設定

2自 分 たちの力で 自分 たちの問題 を解決

す る活動 を積 み重 ねる工夫

・事前 一話合 い一事後

①議題 の共有

② 活動 の振 り返 り

口
瞬

動
・
学
校
行
事

一人一人 が学校 の活動 を成 り立 た

せてい ると実感 で きる指導 の工夫

rコ

そ の子 な りの 「が ん ば り」 を よ

さ と して,互 い に分 か り合 え ば,

一 人 一 人 の存 在 が 大 切 で あ る と実

感 で き るで あ ろ う。

L J

1そ の子 な りにが ん ば る ことが で き る よ

うに す る。

① め あてを共有 す る。② 役割 を明確 にす る。

2「 が ん ば り」 を っ た え る

○ 自分 な りのが ん ば りに気 付 き,表 現 で き

るよ うにす る。 ま た,表 現 す る場 を設 定

す る。

3互 い の よ さを 分 か り合 う。
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皿 みんなでつ くる わ くわ く学級活動

(学級活動低学年分科会)

1主 題設定 の理 由

低学年 の子 ど もたちの特徴 として何 にで も興味 ・関心 を もち,い ろいろな活動 に積極 的 に取

り組 むなど,非 常 に意欲的 な生活態度 が見 られる。 また,自 己中心的 な傾向が強 い面 もあ り,

遊 びや行動 の場面で は人間関係が希薄 なため,ち ょっと した ことでいさかいとなることもあ る。

そ して,学 校 での生活や友人関係な どを通 して,周 囲が 自分 の思 いどお りにいか ないことを知

り,次 第 に自己中心的 な行動が減少 してい くの も低学年 の発達段階で あると考 える。低学年 の

学級会 では,子 どもたちか ら,「 みんなで遊 びたい」 と言 う声が よ く出て くる。 どん な遊 びを

したいか と聞 くと,「 ドッジボール」「お にごっこ」「おえか き」「うんて い」 「てつ ぼ う」 な ど

が出て くる。子 どもたちは,「 みんなで遊ぶ」 とい うことをど う考え て いるの だ ろ うか。 そ こ

で本分科会 では,低 学年 の子 ど もたちは,「 集団」 を どうとらえて いるか。 「みんな」 をど う意

識 してい るか実態調査 を行 った。 その結果分 か ったこ とは,約 半数 の子 ど もた ちは,「 み んな

で遊 べ る」 とは,自 分 がその遊 びをで きるかではな く,み んなでで きるかを意識 している こと

が分 か った。残 りの半数 の子 どもたちは,自 分 がその遊 びをで きるかで きないかで判断 して い

た。 「自分がで きないか らっ ま らない」「や り方 が分 か らないか らや りた くない」 とい うことか

ら 「みんなで遊 べない」 とい う気持 ちが強 いよ うで ある。

何事 に も興 味を もち,い ろいろな活動 に積極 的に取 り組む時期 に 「学級会 は,自 分 たちの時

間だ」 「自分 たちでや ってみ たい」 とい う思 いを もたせたい。 その ことが 自発的,自 治 的 な態

度 を育 て る基礎 とな ると考 え る。本分科会で は,目 指す児童像にっ いて次 のよ うに考 え,指 導

を工 夫す ることで本主題 に迫 るものと考え る。

目指す児童像 ・学級集団の一員 であ ることを意識 し,み ん なで協力 して活動 で きる子

・自分 たちでや りたい とい う気持 ちが もてる子

みん なでっ くる わ くわ く学級活動

・「み ん な で」 「っ くる」 「わ くわ く」 を この よ うに と らえ て み た。

み ん な で つ く る わ く わ く

★学級集団 ・学級の全員 で ★子 どもたちが 「自分 た ★ 「み ん な で っ くる 」

お互 いに認 め合 いなが ら ち でや って み た い」 と 活動が展開された時

みん なで活動す るとい う 考 え,協 力 して 「自分 に子 どもた ちが感 じ

意識 を もっ こと た ちで」活動 す る こと。 る もの。 満 足感,

充実感,成 就感,

次への期待感。
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2研 究仮説と研究の視点

《研究仮説》

「みんなでや ると楽 しい」 「またや ってみたい」 と思 う体験 活動 を積 み重 ねて いけば,学

級集団 の一員 であると気付 いて,自 分 たちでや りたいという思 いに支 え られた学級活動 に

な るで あろ う。

《視点1》 みん なでや る楽 しさを知 る

ための工夫(所 属意識)

1一 ①教 師の意識 づけ

・子 ど もたちが全員参加 の喜 びを感 じる

話合 い活動 や集会活動 の中で,み ん

なで力 を合 わせ た り,友 達の よい と こ

ろを みっ けたときなどに,教 師 か ら全

体 に広 め,み んなでや ることの楽 しさ

を知 らせ る。

1一 ②集 団の中での 自分 の役割

・振 り返 りカー ドの利用により役割を知 る。

役割 とは,単 に司会 グループの役 だ

けで な く,友 達 の意見 を聞 いた り考 え

を発表 した りとい うこと も含 まれ る。

1一 ③認 め合 う場 の設定

・活動 の中で友達 の よさを認 あ,自 分 の

よい ところを探 す。
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《視点2》 自分 た ちでや ってみたい と思 う

ための工夫(自 発 的活動)

2一 ① 子 ど もた ち の発 意,発 想 を生 か した 活 動

の積 み重 ね

・自分 た ちで す る こ との 大切 さ,よ さ を 知 ら

せ る。

低 学年 の児 童 は,や って み たが りで あ る

が,教 師 や周 りの大 人 に判 断 を任 せ る こ と

も多 い。 そ こで,自 分 た ちで 考 えて や って

い くこ との大 切 さ,よ さ を知 らせ て い く。

・自発的 に活動す る場や機会を多 く設定す る
。

学級会 の時間 は 「自分 たちで考え,自 分

たちで決定 し,自 分 た ちで活動(実 践)し

てい くのだ」 と話 し,子 どもたちだ けで活

動す る時間を確保す る。

ただ し,人 権,安 全,金 銭,教 育 課程 の

変更 にかかわ ることにっ いては,そ の場 で

助言す る。

2一 ②活動 の見通 し

・話合 いや集会 の記 録 を残す
。

(学 級会 コーナー)

・教師が話合 いの始 め に話 し合 うことを確 認

し,終 わ りの時刻 を知 らせ る。

2一 ③助言 の工夫

饗響 舗 拶1●糊 燃 菰 葛撒 ∫ど
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みんなでつ くるわ くわく学級活動とは

視点1

み んなでや ると楽 しい。

みんなが賛成 でき

るには、 どうした

らいいかな。

わ か らな い人

に は教 えてあ

げ よ う。

Oo
O

○ ○。

ど う した らい い

か 、みんなでそ う

だん してみ よ う。

いっ しょに

この石を

教師 の助言

子 どもたち の活動 を見

守 りなが ら進み、必要に応

じて助言をす る。

カを合 わせ て

がん ばろ う。

○ ○ さ ん が ゆ

ず っ て くれ て

よかった。

O

蜜

視点2

自分たちでやってみた い。

opt

oo
O

時 間がか か っ

たけれ どうま

くいったね。

も う一度

考えてみ よう。

脇 、

子 どもた ちの活動 の歩み(道 路)

途 中で障害物が あった り、わき道 にそれ た りし

なが らも 自分たちのカで前に進んでい くn

え

き

考

で

鶴

が

が

つ

ち

と

、カ

た

こ

よ

分

た

て

自

苦 手 だ っ た け

れ どみ ん な で

や ったら、楽 し

かった。

O
o

みん なでなか よく

できたね。

次もみ んなで

楽 しい こ とを し

たいね。

み ん な で 協

力 し た ら 、

うま く

いったね。

集会 を 自分

た ち の 力 で

で きた よ。

今度 は

こ う して み

よ う。

りない

と

た

つ

り

も

や

自分 た ち で

またや ろ う。

み んなで(所 属意識)

「自分はこの学級 の一員 だ。」「ここにい

る友だちはみんな学級の一員だ。」とい う意

識を もつ。

お互い認 め合いなが ら、 ここにいるみん

なで活動す るんだ とい う意識を もつ こと。

0-　
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・ 「み ん な で 」 と 「つ く る」 が 互 い に:
　

　● かかわ りあって活動が展 開 され た とき .

iに 子どもたちが感じる軌:
__一 一 一

.満 足 感 ・充 実 感 ・成 就 感 ・期 待 感。 ●● ・
・。......................。8
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つ くる(自 発的活 動)

子 どもた ちが 「自分た らで

や ってみたい」 と考 え、協力

して 「自分た ちで」活動す る

こ と
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3研 究 内容

実 践事 例1議 題 「全 校 遠 足 の遊 び を 決 め よ う」(1年)

〈 活動 の概 要 〉

【事 前 の 活 動 】 入 学 して か ら半年 た ち学 校 生 活 に も慣 れ て きた。 毎 年 兄 弟 学 級 で 一 日 を過 ご

す 全 校 遠 足 が,今 年 は学 年 学 級 で午 後 を過 ごす こ と にな った。 午 後 の 自由 な時 間 は,ど う

しよ うと子 ど もた ち に聞 い てみ た。 子 ど もた ちか ら,ク ラ スの み ん な で遊 び た い と言 う答

えが か え って きた。 そ こで,学 級 会 の議 題 に して話 し合 った 。

【話 合 い活 動 】 話 し合 う こ とは,全 校 遠 足 で何 を して遊 ぶ か,係 分担 な ど。 司会 の 「全 校 遠

足 で遊 び た い こ とを発 表 して くだ さ い。」 の言 葉 で,一 斉 に子 ど も た ち は手 を 挙 げ て 発 表

した。 お に ご っ こ,縄 跳 び,リ レー,ド ッチ ボー ル,ボ ケモ ンご っ こ… … が出 た。 サ ッカー

が 出 た と き 「女 の子 が で きな い よ。」 と男 子 の何 人 か が意 見 を言 っ た 。 ボ ケ モ ン ご っ こ に

っ い て は,「 どん な遊 びか 。」 「外 で もで き るのか 。」 な ど質 問 が 出 て,子 ど もた ちの 中 か ら

「お も しろ そ うだ け ど,み ん なで で きな い よ。」 とい う意 見 が 出 た の で,「 み ん な で で き る

もの を選 ぼ う。」 とい う こと に な り,リ レー と ドッチ ボ ー ル に決 ま っ た。 他 の 遊 び を や り

た い とい って いた子 ど もた ち も,最 後 は全 員納 得 して決 定 した。 係 分 担 もそ れ ぞれ 決 め て

い った。

【事 後 の活 動 】 当 日,用 具 を持 って い く係 の子 ど もは重 い リュ ックを背負 い,ボ ー ルや リレー

バ トン持 って 公 園 まで一 生 懸 命歩 い て い た。 午 後 の 学級 の時 間,持 って来 た な わ とび で 真

ん 中 の線 を引 き,外 野 な しで 当 た った ら帽子 の色 を 変 え るな ど独 自の ル ー ル を考 え な が ら

行 った。 リレー も子 ど もた ちで チ ー ム に分 か れ順 番 を決 め て や っ た。 後 の作 文 を 読 む と

「ク ラ スの み ん な とや った リレー が楽 しか った。」 な ど の感想 が書 か れ て い た。 子 ど もた ち

の 中 に,み ん なで 決 め た こ と をみ ん な で で きた とい う成 就 感 が 得 られ た。

〈 考 察 〉

視 点1み ん な で や る楽 しさ を知 る ため の 工夫

毎 回 の学 級 会 の 中 で,み ん なで や る と楽 しい,み ん なで 考 え る と良 い ア イデ アが 出 る と

い う こ とを,助 言 を通 して学 級 に広 めて い った。 ま た,子 ど も同 士 も振 り返 りカ ー ドの 記

入 に よ り 自分 の 役割 に っ い て確 認 で き た り,友 だ ち の良 い と ころ を探 せ る よ うに な った り

した。 子 ど もた ち に と って、 教 師 だ けで な く友 だ ち か らの良 い評 価 は満 足 感 や 成 就 感 へ っ

な が った。

視 点2自 分 た ちで や って み た い と思 うた め の工 夫

話 合 い活 動 や 集 会 の 中 で,子 ど もた ち の気 付 きや 意 欲 的 な意 見 を広 め た。 今 回 の事 例 で

は,ド ッチ ボ ー ルや リレーを や り遂 げ た時,自 分 た ちの力 で で きた こ とを,子 ど もた ち に

意 識 づ け た。 そ の成 就感 か ら次 へ の意 欲 へ っ なが る と考 え た。

実 践 事 例2議 題 「C君 ・X君 が きた よパ ー テ ィを しよ う」(2年)

〈 活 動 の概 要 〉

【事 前 の活 動 】2学 期 に な って,2名 の 児童 が転 入 した。9月 に入 り,さ っそ く司会 グ ル ー

プ の4人 が,給 食 の 時 間 に 「司 会 相 談 タ イ ム」(計 画 委 員 会 の芽)を 行 っ たく 視 点2一

① 〉 。 そ こで,相 談 した 内容 を 「司 会相 談 タ イ ム ノー ト」 に記 録 した。 ノ ー トに は,4人
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の 役割 と議 題 「C君 が きた よパ ー テ ィ」(X君 は,10月 に転 入)と 書 か れ て い た 。 帰 りの

会 に,司 会 グル ー プが議 題 につ いて話 を す る と,全 員 納 得 して決 定 した。

【話 合 い活 動 】 話 合 い だ けで,5回 の学 級 会 に及 ん だ 。 しか し,こ の5回 の 中 で,「 全 員 が

納 得 しな い とみ ん な で で きな い よ。」 〈 視 点1一 ① 〉,「 けが を して オ リジナ ル ドッ ジボ ー

ル が で きな いD君 に,審 判 をや って も らお う。」 〈 視 点1一 ② 〉 ,「 今 まで や って きた集 会

は,時 間 切 れ で,プ ロ グ ラム通 りい か な か った。 今 度 はそ うい う こ とが な い よ うに時 間 を

はか ろ う。 時 間 が あ ま った 時 の た め に,予 備 の遊 び を考 え よ う。」 〈 視 点2一 ② 〉,「C君

とX君 に1組 の こと をわ か って も ら うた め に,1組 の歌 とわ くわ くコ ー ルを プ ロ グ ラム に

入 れ よ う。」 〈 視 点2一 ① 〉,な どを話 合 う こ とが で きた。

【事 後 の活動 】 パ ー テ ィの 当 日,司 会 の児 童 が 時 間 を はか って 進 め たの で,予 備 の ク イ ズ も

す る ことが で き た。 初 め て 時 間 内 に プ ロ グラ ムを す べ て終 え る こ とが で き た。 この ことは,

子 ど もた ちの 大 きな喜 び や 自信 にっ なが り,「 また 自分 た ち で や りた い。」 とい う気 持 ち を

もっ こ とが で きた。

〈 考 察 〉

視 点1み ん な で や る楽 しさを知 る ため の工 夫(所 属 意 識)

「2年1組 の全 員 が 納 得 しな い と決 ま らな い。」 「み ん なで や るか ら楽 しい ん だ 。」 「ど う

した ら納 得 す るの か,み ん なで 考 え よ う。」 と い う こ とを話 合 い の中 で,意 識 づ けて きた 。

学 級 集 団 の 中 で 自分 は ど ん な役 割 を して きた のか を振 り返 り カー ドに記 入 し,一 人 一 人 が

大 切 な存 在 で あ る こ とを知 る よ うに して きた。 ま た,友 達 の よ か った ことを カー ドに書 き,

認 め合 う場 の設 定 をす る こ と に よ り,自 分 は,学 級 の一 員 で あ る とい う意 識 を もっ 子 が 増

え て きて い る。

視 点2自 分 た ちで や って み た い と思 うた め の工 夫(自 発 的 活 動)

周 りの大人 を頼 りに しないで,自 分 たちです ることの素晴 らしさを知 らせ る。 そ して実

際 に子 ど もたちで活動 す る時間を確保す ることで,子 ど もたちが知恵 を出 し合い,少 しず

っ学級独 自の話合 いや集会がで きるよ うにな って きている。

4ま とめ

(11研 究 の成果

・〈視点1一 ③〉 カー ドを活用 し
,友 達 のよさを認めた り,自 分 のよい ところを探す場 を

設定 した ことによ り,「 この学級 にいて よか った,楽 しい」 とい う学 級集 団(み ん な)

を意識す る芽が育 ってきてい る。

・〈視点2一 ②〉活動 の見通 しを もたせ るため に
,話 合 いや集会の活動記録 を掲示 して い

っで も振 り返れ るように した。 この ことは,今 までの経験 を生か し,よ りよい解 決をす

るために役立て ることがで きた。

(2)今 後 の課題

・よ り適切 な振 り返 りがで きるよ うにカー ドを改善 してい く
。

・所属意識 を もち,自 発的活動 を促す ための肯定 的評価 にっ いて工夫 す る。

・集団 と個人 の高 まりや変容 を見落 とさないよ う
,教 師の記録の とり方 を工夫 する。
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IVお 互いを認め合い,

よ りよいクラスをつ くろうとする児童が育つ学級活動

(学級活動中学年分科会)

1主 題設定の理由

中学年 の児童 は,学 校生活 に慣れて,友 達 との集団活動 の喜 びや楽 しさもわか り,活 発 に活

動 す るよ うにな ると言 われ る。 た しか に,児 童 は明 るく元気で,ま じめ に物事 に取 り組 んで い

る。 しか し,友 達 を思 いや る気持 ちや社会性 に乏 しく,ま た,自 ら進んで活動す るより も指 示

を待 っ傾向 が強 いよ うに感 じられる。

本分科会で行 った児童 の実態調査の結果 は次 のよ うであ った。

「-1
友達 のよい所 を見つ けることがで き る 〉 友達 によい所 を ほあて もらった ことが ある

友達 が困 っていた ら助 ける 〉 友達 に助 けて もらった ことがある

クラスは楽 しい 〉 クラスのためにがん ば っている

話 し合 うことは楽 しい 〉 話 合 いで 自分 の考 えをみん なに言 える

話 し合 うことは楽 しい ≒ 話合 いで決 ま った ことを実行 し,守 る

友達 に注意 された ら直す 〉 友達 の よ くない ところを注意す る

この結果 か ら児童 の もっ二 っの課題 が明 らか にな った。

ひ とっは,人 とのかかわ り合 いの面 での課題であ る。友達 を認 めた り助 けた りしたいとい う

気持 ちのあ る児童 の数 に対 し,実 際に認 め られた り助 け られた り した と感 じてい る児童 は少 な

い。 これ は気持 ちを伝 え る力や受 け とめ る力が不足 して いるのが原 因ではないか ととらえた。

もうひ とっ は,自 主 的,実 践 的な面 での課題で ある。言 われた ことや決 ま った ことを実行 す

る素直 な面 があ る一方,自 分 で考 え進 んで行動す ることにっいて は十分 とは言 えない。 自分 た

ちでや りとげた という満足感 を味合 わせ,次 の実践への意 欲にっなが る体験 を させ ることが大

切 であ ると考 え る。

特別活動 は望 ま しい集 団活動 を特質 としている。望 ま しい集 団活動 は,お 互 いを認 め合 い 自

分 も友達 も大切 にす る豊 か な心 や,自 分 たちで課題 を見っ け,考 え,実 践 して い く力を育 て る

活動 であ ると考 える。 楽 しい学級,所 属意識 の もてる学級 を目指 して,自 主 的 に実践 して い く

児童 を育 てた い。

そ こで本分科 会で は,中 学年 にお ける集団活動 は学級が中心にな る ことをふ まえ て,「 望 ま

しい集 団」 を 「よ りよいクラス」 ととらえ,研 究主題 を 「お互 いを認 め合 い,よ りよいクラス

をっ くろ うとす る児童 が育っ学級活動」 と設定 した。

また,本 分科会 は,学 級活動 の話 合いにおいて,下 記 の2っ の視点 を中心 に研究 を進 め る こ

とに した。

・お互 いを認 あ合 い,高 め合 ってい くことがで きる人間関係を育成す るたあに,教 師の指導,

支援 の あ り方,場 の設定 を工夫す ること。

・児童が進んで話合 いや実践で きるように,活 動 の流れ をシステ ム化(計 画,実 践,振 り返 り,

評価)す る こと。
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2研 究構想図

主題設定の背景

・社会的背景(核 家族化,少 子化,人 間関係 の希薄 な社

A価 値観の多様化,科 学技術の進歩,学 校週5日 制)

・教育 の今 日的課題(い じめ,不 登校,学 校 の荒れ,社

会体験 の不足,非 行 の低年齢化)
・新教育 課程(豊 かな人間性 や社会性,自 ら学び考 え る

力,個 性 を生 かす,特 色あ る学校づ くり)

・特別活 動の基礎(協 力 して よりよい生活 を築 こ うとす

る自主的実践的態度)

児童の実態
・活発,好 奇心旺盛
・明る く,元 気

・ま じめに取 り組 む

・小集団 の活動が多 い

・思 いはあるが,相 手 に伝 え る

ことは不十分

・指示を待っ傾向が ある

特 別 活 動 部 研 究 主 題

望ま しい集団活動を通 して,児 童の自主的,実 践的な態度を育てる指導の工夫

中 学 年 分 科 研 究 主 題

お互いを認め合い,よ りよいクラスをつくろうとする児童が育つ学級活動

「認 め合 う」 と は

① 友 達 の 話 を よ く聞 き,理 解 し

ょ う とす る。

② 友 達 の よ さが 分 か り,そ れ を

生 か そ うとす る。

③ 友達 を助 け た り,励 ま して あ

げ た りす る。

④ 一 人一 人 が ク ラス に と っ て,

か けが え の な い存 在 で あ る こ

とを,み ん なが 自覚 す る。

「よ りよいク ラス」 とは

① みんなの前で素直 に自分 が出せ る。

② 自分 たちで問題を出 した り,目 標 をっ くることがで きる。

③ 問題 をみん なのカで工夫 して解決 で きる。

④試行錯誤す ること も大切 な こととして受 け入 れ られ る。

⑤ 目標 に向か って,み んなでがんばれる。

⑥ みんなの ことを考え,行 動 で きる。

⑦ みんなで活動す ることによ り,よ り満足感が得 られ る。

⑧一人一人が役割を もち,ク ラスに貢献 して いる。

⑨ 楽 しい体験 を次の活動 に生 かせ る。

研 究 仮 説

人とかかわりを深める,自 主的に話合いや実践ができる

指導を工夫すれば

お互いを認め合い,よ りよいクラスをつくろうとする児童が育つだろう

研 究 の 視 占 一
1 人 とかかわりを深める工夫
一

'覧、、

自主的に話合いや実践ができる工夫

① 全員が話合 いに参加 で きる。 ①話 し合 うことの目的 を共有化す る。

②一 人一 人 の思 いや発言 を大 切 にす る。 ②計画委員会 の運営 を工夫す る。

③ 自他の よさを生 かす ③ 自主 的に,話 合 いを進 ある。

④話 合 いの終末 を工夫す る。 ④進んで実践 がで きる。

⑤ 集会,係 活動 を工夫す る。1
　

1

研 究 の 方 法

・実態調査 ・検証授業

「

・研究結果の考察

とま

賠塀

の

贈圃

究

づ基に

研

点視

一

●

め

・研究報告書の作成 ・研究発表
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3研 究 の視点 と手 だて,実 践事例

(1)人 とか かわ りを深 める工夫

視 点

① 全員が話合 いに参 加 で

きる。

・誰 もが意見 を出 しやす

い議題選 びや,話 合 いの

柱立 て をす る。

・必 要 に応 じて小集 団 の

話 合 いを取 り入れ る。

②一 人一 人 の思 いや発言

を大 切 にす る。

・全員 の意見を と りあ げ

るよ うな工夫をす る。

・友達 の発言 に対 し,自

分 の意見 表示をす る。

・名前 カー ドを活用する。

③ 自他 のよ さを認 め,生

かす。

・少数意見 も大切 にする。

・友達 の意 見を よ く聞 い

て 自分 の考えを よ りよい

ものにす る。

・全員 の意 見を大 切 に し

一人一人 が クラスの一 員

であ ることを大切 に した

決 め方 をす る。

④話合 いの終末 を工夫 す

る。

・友達 の発言 のよか った

点 を見つ け るとともに,

自分 の発言 のよか った点

に も気づ かせ る。

・教師 の助言 の観点 を明

らか に し,児 童が 自分 た

ちで気付 くよ うな助 言 の

仕方 を工夫す る。

・ス ターカー ドを活用す

手 だ て ・ 実 践 例

・人 とのかかわ りを深 めやすい議題例 と柱立 て

1ク ラ スの み ん な の こと を知 ろ う集 会 の計 画 を立 て よ う1

・知 りた い こ とを決 め る

;い い と こ ろ見 っ け集 会 を しよ う1

1,や り方 は ど うす るか

2,み っ けて ど うす るか

・名前 カー ドを は る と

誰 の意 見 か は っ き りす る
静7一 脚

・指 の マ ー ク

f'/ 8 の
周 じです っ け た し しゅうせ い

診
しっ も ん

吻1/
た すけて すばらしい

r 話合 いの仕方(決 あ方 の例)

決 め る数 が決 ま って いる時
r

1,全 員 の考 え を発 表

2,質 問

3,「 どれ にす るか」

賛 成,修 正 意 見

4,決 め る

い くつ きめ て もい い時
1

1,一 人 発 表

2,賛 成,修 正 意 見

3,一 つ ず つ 決 め て い く

4,確 認 す る

y

出 され た意 見 は,み ん な い い もの と して と りあ げ る。

・多数 決 は ,な るべ くと らず,全 員 が納 得 す る よ うな方 法 で 決 め

る 。

☆ スターカー ドで と りあげた意見

1,友 達 の考 えをよ く知 ろうとす る態度や意見

・意 味 が 分 か らな いの で も う一 度 い って くだ さ い。

2.友 達 の考 え を受 けて い った意 見

・2っ の考 えを ま とめ て ,()に した ら ど うです か。

・()さ ん の考 え を聞 いて ,楽 しそ うな ので 賛 成 します 。

3.思 いや りの あ る意 見

・みん なで 応援 す るか ら,代 表 お 願 い します。

・わ け は ,()が 喜 ぶ と思 うか らです 。

・言 い方 が きつ いの で ,や さ し く言 って くだ さ い。

4,ク ラ ス全 体 を考 え た意 見
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る 。
障 手な人も楽 しめるように江 夫 しよう・

⑤集会 ・係活動 を工夫 す

る。

・実態 に応 じて,人 との

かかわ りを深 あるよ うな

内容 を と りいれ る。

・ま だ,係 にな って な い人 か ら先 にや りた い もの を言 お う。

・みん なが楽 しめ るよ うに,ち ゃん と決 め よ う。

・係例

遊 び係 イベ ント係

レク係 ゲーム係

なやみ相談係

・集会例

得意 な もの発表大 会

お年 寄 りと遊 ぼ う集会

(2)自 主的 に話合 いや実践がで きる工夫

視

① 話 し合 うことの 目的 を

共有化す。

・学級 会(話 合い)の 目1

的 を理 解 す る。

・議 題 コー ナ ー を工 夫 す

る。

・み ん な が 話 し合 い た い

議 題 を選 ぶ。

②計画類 会の運営をヨ

夫す る。

・計 画委 員会の流 れ を シ

ステ ム化 す る。

・計画委 員会の時間 を確

保 す る。

・話合いを焦点化す るた

めに柱立 て を工夫す る。

・必要 に応 じて,事 前 に

ア ンケー トを とった り,

資料 を提示 した りす る。

③ 自主的 に話合 い を進 め

る。

・座席 を工夫す る。

・学級 会 カー ドを活 用す

る。

.話 合いの肪 の酬 を!

.活 用 す る 。

・ス タ ー カ ー ドを 活 用 す}

だ て ・ 実 践 例

・計 画 委員 会 の活 動 例

・提 案 者 と司会 グ ル ー プで 計 画 委 員 会

を開 く。 週 単 位 で 流 れ を決 め,自 主

触 撫 ・ξ督好 的 に進 め られ る よ うにす る。 的 確 な
廓11… .・こ喋讐 . 指 導 をす る

。

婁
α,6NPe...

4,計 画委員会の活動

月 日 ・時 間 児童 の濡動 教師 の指導 ・助 言,支 援

10/8(金)

馳 一

・議題 にっ いての話合い L

懇 員会1て たが洗 に出され た 一得fdも の簸 会.に ついて乱 合 。た ら

r得意 なもの 発表会」 と'未 成年 の主張 」をい う議 題 案が 出 され
1

}

iど うか と い うこ と にな った 。 しか し,得 意 な もの が な い 人 もい るの

ではないか?と いうことにな り,提 案者を交えて相談 し,「 得意 な

もの」を含めてどんな ことを発表 し合 うとよいかを話 し合 い, 「ク

ラスのみんなを知 う発表会」の計

〔要灘 き鷹 響 みんなi震 細雛 階 いのどんなご

10/12(火) ・議題決定 ・2時 間の集会で あることを 確認

朝の会 す る。

全員 聖

1。/12(火)1.役 割 分 担,提 案 理 由 の 検 討od

昼休み 合 いの柱,時 間配 分 な どを話合

計画委員会 い,学 級 会 カー ドに書 くG

10/13(水 〉 。話 合 いの柱 にっ いて説 明。 意 見 ・「お互 い の こ と が よ く分 か る よ

帰 りの会

全員

を考 えて くるように呼 び鮒 る・:う 喋 会にな るといいね」

10/15(金) ・学級 活動 《本時》

5校 時

全員

10/15(金)

一
・準 備,話 合 い の振 り返 り。i・ よか っ た点,努 力 した点 を お 互

放課後 い に見 っ げ合 わせ る。

計画委員会 ・次 に生 かせ る点 を考 えさせ,次

回 の司 会グループに助 言で きる

llよ うに させ る。
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る。

・自分 たちの力で実 践 が

可能 にな るところまで話

合 いをすすめて お く。

☆ スタ ー カ ー ドで と りあ げ た意 見

・質 問 ば か り して い る と,い っ まで た って も決 ま らな い よ。

・今 ,何 を話 して い るか,は っ き り しま しょ う。

・そ ろそ ろま とめ る意 見 を言 った方 が い い と思 い ます
。

・係 は前 の集 会 の時 を もと に して ,決 め ます。
一

④ 進んで実践がで きる。

・話 合 いの資料や 関係資

料を掲 示す る。

・実践 したことをふ りか

え り,次 に生かす。

・前の実践 を振 り帰 り出た意見

1墜艦 聴奪鉱1禮 隆1-一一
1第l

ilqi
;灘

憲i

蕩i

li
難凄

麟欝 議!l
o

4ま とめ

(11研 究 の成果

話合 いの中で,人 の意見 を受 けて言 う意見 や,人 の気持 ちを考 えた思 いや りのあ る意見

が多 くな った。終末 の相互評価で も友達の よい ところをみっ け られるよ うにな り,人 との

かか わ りが深 ま った。 また,話 合 いの進 め方 が全員 に分か るよ うにな り,問 題 を自主 的 に

自分 たちで解決 で きるよ うにな った。

このよ うに,話 合 いその ものが,よ りよいクラスにな ってい くことにっながるとともに,

話合 いで決 ま る内容 もよ りよい クラスをめ ざす もの とな り,実 践 にっ なが って い った。

(2)研 究 の課題

① ス ターカー ドでの意見 を採 り上 げ方 とより効果 的な活用法 の工夫

終末 の助言 で,よ い意見 をス ターカー ドに書 き賞賛 している。今回 は 「人 とのかか わ り

を深 め る意見」 や 「自主 的に話合 いをす るたあの意見」 を中心 に採 り上 げた。 どの言葉 を

採 り上 げ るかを今後 も吟 味 してい く必要が ある。 また,た だ掲示 してい くだけで はな く,

さらに児童 に定着 してい くよ うな効果的 な方法を工夫 してい く。

② 計画委員会 での一人一人 の実態 に合 わせ た指導 のあ り方

個人差 に合わせた指導 の仕方,児 童同士 のかかわ り方 を工夫 しなが ら計画 を立 てる必要

があ る。 また,実 際に出て きた意見 を処理 して い く力を養 っていかなければ な らない。

③ 自分 た ちの生活 をよ り豊 かにす る議題 を見っけ る力 の育 て方

よ りよい クラスはどうい うものかを,そ の場 に応 じて,具 体 的に明 らか にしていく中で,

議題を見っ ける力を育 ててい く必要が あ る。 日頃の授業 や生活 の中で,問 題 に気付かせ る

工夫を した り,他 の クラスや学校 の例 をあげるなど して,力 を育 ててい くことが重要 であ

る。
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Vか かわ り合い,認 め合 い,高 ま り合う学級活動
(学級活動高学年分科会)

1主 題設定 の理 由

高学年 の子 ど もた ちは,一 般的 に 自分が所 属 してい る学級 をよ りよい ものに したいとい う思

いや願 い を もち,そ の ための 自発 的な活動 に興味を もって行動す ることが多 くなる。 また,み

んなの役 に立 ちたいとい う思 い ももつよ うにな ると言 われているが,本 分科会で話 し合 った子

ど もた ちの実態か らは,次 の ような子 どもたちの側面 が見えて きた。一
〇 自分 たちで計画 し,自 発 的にや っていきたいという気持 ちが ある。

○友達 のよいところを見つ けようとす る。

10適 切 な きっか けや手 だてに より,先 行経験や既 習事項を生 かそ うとす る。

1△ 自分 の思 いを伝 えるのが苦手。(表 現方法の不足)

△友 だち と深 くかかわれない,か かわろ うとしない。

△相手 に どう思 われ るか,人 の目が気 にな る。

△他 人に厳 しいが 自分 には甘 い。

△ 意欲 はあ るが,役 割 が果 たせない。

△ 自発的 な活動 の実践 までは至 らない ことが多 い。
i

また,子 ど もたちへの実態調査か ら,豊 か なかかわ り合いが不足 している ことや,自 己肯定

感が もてないため,人 の役 に立 ちたい とい う意識 が少 ないことも考察 された。 そ して,積 極的

に学 級活動 を自分 たちの時間 として考え ようとい う意識 もまだ育 っていない。 それ は,自 分 の

意見が言 いやす い支持的風土が学級 にあ るか,学 級会で子 どもたち一入一 人が実現 した いと思

う議題で話 し合 っているか,と い う教師の手 だてによる ところ も大 き く影響 して いる。

十 分にかかわ り合 い,互 いに認 め合 う関係を生 み出せ た子 ど もたちは,自 信 を もって自分 を

表現 す ることがで きるであろ う し,自 分 たちの問題を 自分 たちの力で解決 してい こうとす るで

あ ろう。 そ して,さ らに深 くかかわ り合 お うとす るにちがいない。 これ らを受 け,目 指す児 童

像を次の ように設定 した。

・自分 の思 いや考 えを表現で きる子

・自分 の よさを発揮 し,相 手 のよさを認あ合 うことがで きる子

1・ 進 んで互 いの考 えを生 かす ことがで きる子

以上 の ことか ら高学年 の学級活動 で は,互 いにか かわ り合 う中で よさを認 め合い,自 分た ち

の力 で自分 たちの問題 を解決す る活動を積み重 ねてい くことにより,満 足感 ・成就感 を味わい,

一人 一人 も学級集団 も高 ま ると考 え,本 研究主題 を設定 した。

2研 究仮説

互いにかかわり合う中でよさを認蛤 ・伯 分たちの力で自分たちの罷 辮 決す翻

活動 を積 種 ねていけば満 足感 ・成就感 を味わ い,高 まり合 う学糠 団になるだろう・1、
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3研 究構想図

特別活動の課題 共通研究主題 社会的背景　 一一

口
.

.

.

口望 ましい集団活動を通 して

・子 ども一 人一 人が自分 の よ

さや可能性 を発揮 できる よ

うにす ること。

・友達 のよさを認 め合 える よ

うにす ること。

自分 たちの学級 や学校 の生

活 を向上 させようとす る自

主的 ・実践 的態 度を育成 す

ること。

口新教育課程へ の対応

望 ましい集団活動を通 して,

児童の自主的,実 践的な態度を育てる指導の工夫

・科学 技術の急速な進歩

・核家 族化 少子化

・価値観 の多様化

・地域社会の連帯 感 の希 薄

化
・豊富す ぎる情 報

・高齢化

・国際化

・2002年 か ら完 全学 校週5

日制
・人閲関係の希薄化

・体験を通 した活動の不足

・いじめ,不 登校.非 行 の

低年齢化

高学年分科会研究主題 、

か か わ り合 い,認 め合 い,高 ま り合 う学 級 活 動

1 i

l目 指す児童像
1

児童の実態
一 分科 会主題 にっいて 一

一 一
・自分 の思 いや 考 え を 表現 で きる子

・自分 の よ さを 発 揮 し,相 手 の よ さを認 め合 う こ との で き る子

・進 ん で 互 いの 考 え を 生 か す こ との で きる子

○ 自分たちで計画 し,自 発 的

にやっていきたい気持 ちが

ある。

○友達 のよいところを見つ け

ようとする。

○適切 なきっかけや手だて に

より先行経験 や既 習事 項 を

生か そうとする。

△友達 と深 くかかわれない,

かかわ ろうとしない。

△ 自分 の思 いを伝えるのが苦

手,(表 現方法 の不 足)

△ 相手 にどう思 われるか,人

の目が気になる。

△他人に厳 しいが自分には 甘

いo

△意識 はあるが,役 割 が果 た

せない。

△自発的な活動の実践まで に

至らないことが多い。

「かかわ り合い.認 め 合い 」

とは

・互いに自分の思い や考 えを

表現す るφで,友 達 の よ さ

を受 け入れる こと。

「高ま り合 う」とは

・かかわ り合い,認 め合 う活

動 を通 して,満 足感 ・成 就

感を味 わい,さ らに望 ま し

い集団活動を創造 すること。

※'望 ましい集団活動」 とは

・一人一人の思 いや考 え を生

か し.自 分た ちの こ とを 目

分たちで考え協力 して実 践

できる活動

。かかわ りを通 して,自 分 も

生き.友 達 も生 きる活動。

研究仮説

互いにかかわり合う中でよさを認め合い,自 分たちの力で

自分たちの問題を解決する活動を積み重ねていけば,

満足感 ・成就感を味わい,高 まり合 う学級集団になるだろう。

1

研究の視点

[視点1]「 互いにかかわり合う中でよさを認め合う」工夫

[視点2コ 「自分たちの力で自分たちの問題を

解決する活動を積み重ねる」工夫

1

研究の方法

1.児 童 の実 態把 握2,場 の設 定3.手 だ て の 検討4.実 践 や 分 析 の 積 み 重 ね

視点1「 互いにかかわ り合う申でよさを認め合う」工夫

磁 購轄難蕪灘
・適 切 な助 言 を す る。

叉蕪欝 謙 騰 ノ

鷹 纈 欝 象矯 客いの場面を意図齢
に つ くる。

(当番 活 動,教 科 の 学習 グル ー プ,生 活班 な ど)

団難 鯉 弁隻ぎ奪謄
視 点2「 自分 た ち のカ で 自分 た ち の 問題 を解 決 す る活動 を積 み重 ね る」 工 夫

〆 ・一 ・一 事 前 一話 合 い 一事 後(一 連 の 活動 と して と らえ る)一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・.

ノ

I/

〆 、

①議題の共有
・全員で話 し合い,提 案理由を十分考えた上で議題を決定する。
・議題決定から一連の活動の流れの中で,提 案理由を意識させる。 ノ
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②活動の振 り返 り
・一連の活動を節 目で振 り返 り,評 価することを積み重ねる。(学 級会カー ド,短 冊など)
・活動を振 り返ることができる環境を整える。(実践活動で使用 したものなどの掲示)

＼ ノ

＼ ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 活 動 時 間 の 確 保 一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・ノ

1

児童の変容を把握するための実態調査の実施

1

仮説の検証

(1>蹴 の成果(2)今 後の課題1
1

「一　 皿 「

研究のまとめ

(1)研 究報告書の作成 (2)研 究 発 表
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4研 究 内容

実践事例1議 題名 「Y君 に返事 を出そう」(5年)

本議題 は,転 校 してい った友達,Y君 か ら届 いた

手紙 を紹 介 した時 に,そ の場で子 ど もたちか ら出て

きた ものであ る。Y君 のために計画 して開いたお別

れ会が,自 分た ちにとって も,よ い思 い出であ り,

自分 たちで一つのことを成 し遂げた貴重 な経験 にな っ

て いる。 そん な子 ど もたちが,再 び"Y君 のため に

みん なで"と い うの はご く自然 な ことで あったと思

う。「転校 して いった友達 に知 らせ た い こと」 とい

う内容 は,誰 もが自分 の考 えを もちやすい もので あ

るし,そ れを事前 に学級会 カー ドに書 くことによ っ

て,子 どもたち は意欲 的に話合 い活動 に参加 で きた

ようであ る。話合 いの結果,伝 えたい内容 によ り5

グル ープに分かれて子 どもたちは実践活動(返 事 作

り)を 始 あ た。 グループ単位 の活動 は意見が出 しや

す く,か か わ り合 い も増 し,楽 しそ うに作業を進め る様子が見 られた。

完成 した返事 をグループごとに発表 し合 った後,一 枚 の封筒 に納 あた時 には,た いへん満 足

げで あ った。 また一っ 自分 たちで成 し遂 げる経験がで きた。
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視 点1互 いにかかわ り合 う中で よさを認 あ合 う工夫

話合 いや実践活動 の終 わ りに,そ の時間の成果 と友達の よか った ところを発表 し合 う場 を設

けた。 その結果,子 どもたちに友達 の よさを見っ けよ うとす る姿勢 が育 ってきた。本事例で は,

グルー プごとに活動 した ことによ り,十 分 なかかわ り合いができ,友 達のよさも見つけやすか っ

た ようであ る。 それ は自分 を振 り返 る材料 にもな った と考え る。

自分の考え を表現す る場 として,朝 の会で ス ピーチを行 って いる。友達 の話 に耳 を傾 け,質

問 した り感想 を述べた りす ることによ って,か かわ り合 い,相 手 のよさを認 め合 う場 と して も

大切 に して いるが,本 事 例の話合 いや実践活動 において もそれが生か されて いた。

視点2自 分たちの力 で 自分 たちの問題 を解決す る活動 を積み重 ね る工夫

・Y君 の た め にみ ん な で"の"み ん な"は ク ラス全 体 で あ る と い う意 識 が グルー プ活動 に入 っ

て も持 続 す るよ うに,進 行 係 が 活動 時 間 の始 あ と終 わ り に は,前 に 出て 声 を か けて ま とめ た・

学 級 会 カー ドの他 に グル ー プ活 動 カ ー ドを作 り,活 動 の節 目で個 人 ま た は グ ル ー プで 振 り返 る

よ う に した。 この経 験 を次 に生 か せ る よ う,作 業 中 の写 真 や グル ー プ カ ー ドを掲 示 した。

実 践事 例2議 題名 「6年 生3ク ラ スの交 流 会 につ いて2組 の意 見 を決 め よ う」(6年)

司 会 グ ル ー プが 議 題 の検 討 を し,「 卒 業 まで にや りた い こ と」 の ア ンケ ー ト結 果 の 中 か ら6

年 生 の交 流 を取 り上 げ た。 この ア ンケ ー トは子 ど もた ち の思 いを 知 り,そ れ を も とに 「卒 業 ま

で に で き る こ と」 の題 材 で 学級 活 動(2)を 行 うため に教 師 が と った もの で あ る。

・6年 生 全 員 に 「交 流 会 で や りた い もの」 の ア ンケ ー トを実 施 。

・3ク ラ ス合 同話 合 い① … 活動 と提 案 理 由 の確認 を し,内 容 にっ いて は,ア ンケ ー ト結 果 を
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見 な が ら ク ラス ご とに話 し合 い,後 日そ の意 見 を も とに6年 生 全 員 で話 し合 う ことに決 ま った。

・ク ラス の話 合 い …議 題 名 を決 め ,学 級 活動(1)を 実 施 。

・3ク ラス合 同話 合 い② …3ク ラス の意 見 を も とに ,内 容 にっ いて話 し合 い,リ レー,宝 と

り,ド ッ ジボ ー ル を行 う こ とに な った。

そ の後 は実 行 委 員 が 中心 とな って準 備 活動 を行 い,3ク ラス混 合 の チ ー ムを つ くった。 交 流

会 前 に チ ー ム ご とに練 習 を した り,一 緒 に給 食 を食 べた り しなが ら交流 会 へ の意 欲 を高 め て い っ

た。 開 閉 会 式,イ ン タ ビ ュー,BGMな どの工 夫 で交 流 会 を盛 り上 げ た。

視点1互 いにかかわ り合 う中でよ さを認 め合 う工夫

話合 いや実践活動 が終 わ るごとに,友 達の よさを見っ け発表 し合 う活動 を繰 り返 し行 い,友

達 のよい面 を発見す ることがで きた。終末の助言 では,認 め合 う雰囲気 を作 り上 げるよ うな具

体的 な賞賛 を心 がけた。 また,学 級活動以外の場 の設定 として,朝 の会 で 「今一番 がんば って

いる こと」「行 ってみたい ところ」 な ど,自 分 のことを友達 に伝 え る場 や,友 達 の よい所 を み

っ け,カ ー ドに記入 し渡 し合 う場 を継続 して もちなが ら,本 事 例 を実践 してい った。 これ らの

日常的 な活動が本事例 の基盤 となってい る考 え る。

視点2自 分 た ちの力 で 自分 たちの問題 を解決 す る活動 を積 み重 ねる工夫

活動が6年 生全員 に関係するものなので,

議題 の共有 も学年全体 に対 して行 った。 合

同 の集 ま りを もち,全 員で十分に話 し合い,

共通の理解が もてるよ うに した。 また,学

級 活動 カー ドを作 り,一 連 の活動 を4っ に

分 け節 目で振 り返 ることを繰 り返 した。

活動 が一 過性 の もの にな らな いように,

4月 か らの活動 は,順 を追 って足跡 と して

掲示 し残 して ある。 本実 践で は,プ ログラ

ム,チ ームメ ンバ ー表,写 真を掲示 した。

実践事例3題 材名 「連合運動会 の 目標 をもとう」(6年)

2学 期 に入 ってか ら,区 の連 合運動 会の取 り組 みが始 ま った。 個 人種 目 と共 に ク ラス種 目

(長 なわ)が あ る連合運動会。児童一人一人が 「希望 や 目標 を もって生 きる態度の形成」を願 っ

て,学 級活動② と して授 業を行 った。 まず学年 ・クラス目標を決 め,本 時 では,そ れを確認 し

た上 で,個 人 と して具体 的 にどう取 り組 み,ど う頑張 るかを友達 の考 え も参考 に しなが ら自分

のああてを考え ることを求 めた。連合運動会参加へ の意識 を高 め るために,「 取 り組 み カー ド」

は一連 の活動 を3っ に分 け,節 目で記入 しなが ら振 り返 った。
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視点1互 いにかかわ り合 う中で よさを認 め合 う工夫

本 時 で は,児 童 が書 い た 日記 や作 文 か ら,頑 張 りと成長 を教 師 の側か らい くっ も紹介 して い っ

た。 多 くの子 が知 らな い よ うな 内容 もあ り,友 達 の いい と ころ を新 し く発 見 した と い う子 も い

た。 多様 な よ さを教 師 が提 示 して い く中で,児 童 は見方 を学 ぶ こ とに もな る。 ま た,「 取 り組

み カ ー ド」 に友達 や ク ラ スの頑 張 り と成 長 を書 き,発 表 す る中 で,よ さ を認 め合 って い っ た。

学 級 活 動 以 外 の 場 で は,「1分 間 パ フ ォ ーマ ンス タイ ム」 や学 期 に1,2回 行 う 「友 達 や 自分
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のいい ところを見っ け」,学 級全員 で作 る月刊 雑誌 な どを通 して,友 達 の いい と ころを積極 的

に見つ け,学 び合 って いる。

腹彊
「取 り組 み カ ー ド」 は,

節 目 ごと に 自分(た ち)

の 目標 を振 り返 った。 そ

して,互 い に発 表 した り

掲 示 した りす る こ とで,

自分た ちの成長を讃え合 っ

た り,課 題 を確 認 した り

して い った。 そ の後,こ

の取 り組 み を通 して学 ん

だ こ とを 生 か し,卒 業 に

向 か って 更 に いい思 い 出

を 創 って い くため に は ど

う した らい いか を考 え て

い っ た。
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5ま とめ

(1)研 究 の成 果

豚 ろ いてi・ 学級醐 ではもちろんのこと(友 達のよか・たさがしなど),学 級活動

以 外の場 で も,か かわ りを深 める ことがで きるよ うな活動 を意識的 に行 うことで,一 人

一人が よさを発 揮 し,友 達 のよ さを認 あ合 うことがで きるよ うにな って きた。　
L墨 点2に つ巫 」 ・議題案 を掲示す ることや,計 画委員会を中心 に全員 で議題決定 を行い,

議題及 び提案理由の共有化 を図 ることによ り,学 級 の問題 を自分 たちの問題 として と ら

えることがで きるようにな って きた。

・活動 の節 目で振 り返 りの場 を確保す ることにより,議 題決定か ら事後 まで を一連 の活

動 と して と らえ,自 分た ちで解決で きたとい う成就感 ・満足感 を味 わい,次 の活動へ の

意 欲 を もっ ことがで きた。 さらに,自 分た ちの課題 に も気付 くよ うにな って きた。
へ へ 　 へ へ へ 　 ヨ

腿 墨 難 膿'こ とに　 人韓 り合し'さらに曙
(2)今 後 の課題

・話合 い活動 を自分 たちの問題 と して とらえさせ るために も,計 画委員会 を もっ時間 の確

保がで きるよ うな工夫を してい く必要が ある。

・児童 の活動意欲を喚起 し,次 の活動へっ なげるたあに も,終 末 の助言 によるよさの評 価

や次 への課題提示 などにっ いて は,さ らに研究 を深あ る必要 がある。
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r▽ 一人一人が学校の活動を成 り立たせていると実感できる指導の工夫

一 児童会活動及び学校行事の特質をふまえて

(児童会活動 ・学校行事分科会)

1主 題設定の理由

児 童会活動 や学校行事 の活動 はと もに学級,学 年 または全校の児童 に まで広 がる集団活動 で

あ る。 いず れ も,そ の集団 の中で 自分の役割 を しっか りと果 た し,満 足感 を得 ることに より,

集 団の一員 としての所属感 や連帯感が生 まれ,集 団 の一員 と しての 自覚 が深 まってい き,そ れ

ぞれ の活動 のね らいが達成で きる ものと考え る。

児童 の実態 を見 る と,委 員会等 の与 え られた仕事 をま じめにや り遂げた り,集 会 ・行事 には

意欲的 に取 り組 んだ りとい ったよさが見 られ る。 しか し,本 分科会で行 った実態調 査か らは,

「自分 自身の よさやがんば りを認 め られてい ると感 じて いる児童 が少 ない」「みんなの役 に立 っ

ている と感 じてい る児童 が少 ない」「よさを認 あ合 った りそれを表 現 した りす る こ とが苦 手 で

あるが,内 心 は認 め られたい と願 っている」 という課題 が浮 かび上が った。

児童 は皆、教 師や友達 に 「自分 のよさを認 め られたい」「みんなの役 に立 ちた い」 とい う願

いを もってい る。 しか し,自 分 のよ さに気付 いて いなか った り,が んば って いて もそれ を表現

す ることがで きず,友 達 に認 め られていないと感 じていた りす る児童 が多 い。 「自分 は認 め ら

れてい る」 「役 に立 った」 とい う実感があ って こそ活動が喜 びとな り、 次 の活動 の、 意欲 にっ

なが るであ ろう。 そ こで本分科会 で は,目 指す児童像を次 の ように設定 した。

○みん なの役 に立 った と実感 で きる児童

○ よさを認 め合 い,そ れを進 んで表現 しよ うとす る児童

○一 っの取 り組みで得た ことを,次 の活動 に生 かそ うとす る児童

以 上 の こ とか ら,一 人 一 人 が 自分 にで き る こ と,自 分 な り にが ん ば って い る姿 を よ さ と して

分 か り合 え ば,今 まで 気 付 か なか っ た新 しい 自分 を発 見 し,い っ も友 だ ち に 「認 め られて い る」

「役 に立 って い る」 とい う意 識 や存 在 感 が高 め られ,一 人 一 人 存 在 が 大 切 で あ る と い う実 感 を

もたせ る こ とがで きるで あ ろ うと考 え,本 主 題 を設 定 した。

2研 究 仮 説 と研 究 の視 点

活 動 の め あ て に 向 か って,そ の子 な りの め あ て を もち,少 しで も踏 み 出 そ う とす る こ と を

「が ん ば り」 と と らえ た。 そ こで,

そ の子 な りの 「が ん ば り」 を よ さ と して,互 い に分 か り合 え ば,一 人 一 人 の存 在

が大 切 で あ る と実 感 で きるで あ ろ う。

とい う研 究仮説 を設定 した。

一19一



視点1 視 点2

一}

そ の子 な りにが ん ば る ことが で き る 「が ん ば り」 を 伝 え る。

よ うに す る。

児童会活動 ○子 どもの発想 を生 か しためあて を ○ 自分 な りのがんば りに気付 き,表 現 で

共 有 す る。 きる よ うにす る。

・興味 ・関心 を もっ よ うな活動 を工 ・一 人 一 人 の思 い ,が ん ば りを聞 き 出 す

夫 す る。 工 夫 をす る。

・め あ て を み ん な で考 え る。 ・自己 ア ピー ルで き る場 を設 定 す る。

・ああてをふ まえた活動名 を子 ど も ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 工 夫 す る 。

の発 想 を生 か して つ く る。 ・わ か りや す い資 料 づ く り,メ デ ィア を

○その子な りの役割 を明確 にす る。 有効活用 す る。

・その子 な りの役割 を知 らせ る工夫

をす る。

・全 員 が 活 躍 で き る役割 を っ くる。

・活動 の見通 しを もたせ る工 夫 をす

る 。

学 校 行 事 ○行事 の意義 をふ まえ ためあて を共 ○ 自分な りのがんば りを表現 す る場 を設

有 す る。 定 す る。

・行事 のめあてをふ まえた活動名 を ・一 人 一 人 の思 い,が ん ば りを 聞 き出 す

子 どもの発想 を生か してつ くる。 工 夫 を す る。

・め あ て を知 らせ る工 夫 をす る。 ・自 己 ア ピー ルで き る場 を設 定 す る。

・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 工 夫 す る 。

○児童 に任せ る部分 を明確 に し、 役

割 を分担す る。

・その子 な りの役割 を知 らせ る工 夫

を す る。

・全 員 が活 躍 で き る役 割 をつ くる。

視点3互 いのよさを分 か り合 う。

○ その子 な りの よさを認 める評価観を もっ。

・そ の子 な りの が ん ば りを と らえ られ る評 価 を工 夫 す る。

・互 いの よ さを認 め合 う場 を工 夫 す る。
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3研 究構想図

〔 共酬 究樋 〕 〔社会的背景〕「〔特別活動の課恥
0望 ましい集団活動

を通 して,

・児童一人一人が,

自分のよさや可能

性を発揮できるよ

うにする。

・友だちのよさを認

め合えるようにす

る。

・自分たちの学級や

学校の生活を向上

させようとする自

主的 ・実践的な態

度

○学校週5日 制度へ

の対応

『

望ましい集団活動を通して,児 童の自主的 ・実践的な

態度を育てる指導の工夫 一

0科 学技術の急速な

進歩

○核家族化,少 子化

O価 値観の多様化

○地域社会の連帯感

の希薄化

○人間関係の希薄化

○体験を通した活動

の不足

○い じめ,不 登校,

非行の低年齢化,

社会性の欠如

⊂児童会働 学校行事分科会研牲 題 〕

「一人一・人が学校の活動 を成 り立たせていると実感で き

る指導の工夫」

一 児童会活動及び学校行事の特質をふまえて一

「 研究仮説 〕
/

そ の子 な りの 「が ん ば り」 を よ さ と して,互 い に分 か

り合 え れ ば,一 人 一 人 の 存 在 が 大 切 で あ る と実 感 で き

る で あ ろ う。

研究の視点 ・てだて 〔目指す児童像〕

視 点1 視 点2 ○みんなの役に立った

と実感できる児童

○よさを認め合い,

それを進んで表現

しようとする児童

○一つの取 り組みで

得たことを次の活

動に生かそうとす

る児童

〔懸 の実態〕 そ の 子 な りに が ん ば

る こ とが で き る よ う

に す る。

「が ん ば り」 を伝 え る。

一○児童会活動や学校

行事の活動に意欲

的に取 り組んでい

る。

0自 分の仕事にまじ

めに取 り組む。

0自 分自身のよさや

がんばりを認めら

れている感 じてい

る児童が少ない。

○みんなの役に立 っ

ていると感 じてい

る児童が少ない。

○よさを認め合 った

りそれを表現 した

りすることが苦手

であるが,内 心は

認められたいと願っ

ている。

一

児

童

会

活

動

○子 どもの発想を生

か しためあてを共

有する。

○その子なりの役割

を明確にする。

○ 自分 な りの が ん ば り に

気 付 き,表 現 で き る よ

うにす る。

学

校

行

事

○行事の意義をふ ま

えためあてを共有

する。

○児童に任せる部分

を明確 にした役割

を分担する。

○自分なりのがんばりを

表現する場を設定する。

〔仮説の検証〕

一

一

○研究の成果

○今後の課題

一{研 究のまとめ〕

○研究報告の作成

○研究発表視 点3互 いの よ さを分 か り合 う。

○その子なりのよさを認める評価観をもつ。
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4実 践事 例

事 例1活 動 名 「○ ○ 小 み ん なの声 を 聞 こう そ して,世 界 の声 を聞 こ う」&、

～ バ ー ジ ョ ンァ ップ ユ ニ セ フ募 金 ～Q

【事 前 の活動 】

本 校 で は,全 委 員 会 が2期 制 で あ り,ま た,特 別 委 員 会 とい う主 な各 行 事 独 自 の児 童 実 行 委

員 会 があ る。 そ こで,代 表 委 員 会 に所 属 す る児 童 自 らが よ り自主 的 ・実 践 的 に活 動 しやす いよ う

に1年 間 の めあてを決 あ,全 校 の声 を集 め た議 題 につ いて話 し合 うよ うに した。 その 中 の一 っ,

「グ リー ンマ ーク集 めで届 くノー トを ど うす るか」 の議 題 を話 し合 って いるうちに,ユ ニセ フへ届 け

よ うとい うことにな った。 しか し,物 資 を受 け取 って くれ るのか どうかがわか らず,児 童 が資 料 を

調 べ た り,電 話 で直 接 ユニセ フへ問 い合 わせ た りす る ことを始 めた。(7月 視 点1)

【事 中 の活 動 】

調 べ た り問 い合 わ せ た りした結 果,物 資 は受 け

取 って くれ ない ことがわか った。 しか し,児 童 は

ユニセ フ協 会 が子 どもの質 問 に親 切 に答 え て くれ

た ことに感 激 し,後 か ら届 くノー トの こと よ り,

まず ユニセ フにつ いて調 べ て み よ う とい うこ とに

な った。 自分 たちがユニセ フにっ いて知 らな くて

は,募 金 の呼 びか けを安 易 にはで きない と気付 い

た。 い ろいろな資料 を送 って もらい,テ ーマ ごとにグループ調 べ を始 め ると疑 問 も出 始 め,児 童 は

手 紙 で代 表委 員 会 内発 表 会 にユ ニセ フ協 会 の方 に来 て ほ しい ことをお願 い した。 また,夏 休 み中,

ユニセ フ リー ダー講 習 会 に もメ ンバー代 表 者 が参 加 した。(7,8月 視点1)

発 表 会 に はユ ニセ フ協 会 の方 にゲ ス トテ ィーチ ャー と して来 て もらい ユ ニセ フ にっ いて の わか ら

ない ことを 質問 した り,ト ル コ地 震 へ の対 応 や世 界 の子 ど もの様 子 を教 え て もらった り した。 また,

実 物 の 「SCHOOLINABOX」 も見 せ て もらい児 童 の関 心 が 大 い に高 ま った。 そ して,全 校 に

ユニセ フにっ いて知 って もらうため にどう した らいいか考 えを出 し合 い,4っ の方 法 に しぼ った。

台 湾 の地 震 が起 こった こともあ って,す ぐにその うちの3っ の方 法(① 朝 会 でのユ ニセ フに っ いて

の紹 介,② ポス ター ・ボー ド,③ ユニセ フ ビデ オを見 ま くろ う集 会)で 校 内 に知 らせ一 週 間 後 に

募 金 活 動 を実 施 した。(9月 視 点2,3)

【事 後 の活 動 】

もうひ とつの方 法 は,自 分 たちの活 動 をよ り多 くの人 に知 って もらいたい とい う思 いか ら,学 芸

会 幕 間 で ユニセ フコマー シャルを行 った。 家 族 や地域 の人 にもユ ニセ フ募 金 活 動 にっ いて知 って も

幽瀞∴∴ ∴ 鱒離
顔合 わせでは,ま ず応援団の意義 を知 らせ,～ 人一人が紅 白の代表 となって運 動 会 を盛 り上 げ

るのだと言 う意識付 けをした。次 に紅 白別 に応援団のめあてを話 し合 わせた。 赤組 が 『ガ ッツだ

燃 えろよ応援団』,白 組が 『最後 まで全力で応援 して白組優勝」 に決 まった。 また,経 験 者 の話
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などを交 え,活 動 に概要 を知 らせ,児 童 に任せる部分を明確に し,役 割分 担 を した。 そ して 自分

のめあてをカー ドに記入 し,応 援 団ボー ドに掲示 し,全 校 にも知 らせ るようにした。(視 点1)

【事 中の活動】

練習 は主 に紅 白別 に行 い,「 堂 々とした態度で行 うこと」「大 きな声,動 作で行 う」等 の基本 的

な事 は教師が指導 したが,基 本の応援 の仕方,各 団のオ リジナル応援 の手拍 子 の動作 や,シ ュプ

レヒコール,勝 ちどきのセ リフなどは児童 に任せ,応 援団長を中心に自分たちで工夫するようにし

た。(視 点1)

また,練 習 中紅 白互 いにで きばえを見せ合 い,意 見交換を したり,練 習の後 で必 ず反省 会 を行

い,「 昨 日より声 が出ていた」「動作 が大 きくなった」 など自分 なりのがんばりをアピールしたり,

互 いのよさを認 め合 う場 を設 けて励 まし合 った。(視 点2・3)

全 体練 習では団長か ら各 団のスローガンを知 らせ手 拍子 の タイ ミング,か け声 のかけ方 など全

体 に呼びかけ,協 力 を求 めた。 応援 団 自らが全校 に呼びかける事 により,運 動 会 を盛 り上 げ るの

は,全 校 の一 人一 人であるという意 識をもたせるようにした。(視 点1)

また朝練 習 は校庭で行 うように し,見 物 の児童 たちに一 緒 にや るよ う呼 びかけるなど,応 援 に

対す る関心 を もたせ,自 分 たちの応援をアピールする場 になった。(視 点2)

当 日は,応 援 合戦,午 前最後 の低学年 リレーの前,午 後最 後 の高学 年 リレーの前 に,基 本,

オ リジナル応援 を行い,場 を盛 り上 げた。 さらに,徒 競走等の時 には,進 んで応援 席 の児童 に呼

びかけ,手 拍子,声 出 しを求 ある場面 も見 られるなどがんばって活動 していた。

【事後 の活動】

運動会終了後,担 当の教 師か ら一人一人 に賞賛 の言葉 を贈 った。 また,振 り返 りカー ドに 自分

の反省 と来年 の応援団 に向 けてメッセージを書 いて掲示 し,来 年 度の活動 に生 かすようにした。

5ま とめ

く研究の成果〉

・活動 に対 して,め あてを共有できるような工夫 によって,仲 間意識 が高 まり,よ り意 欲 的 に取

り組 めるようになった。

・自分 なりのがんばりやよさを伝 える工夫 によって,互 いによ く知 ることができ,自 分 のがん ば り

が伝わ り,友 達 のよさに気付 くようになった。

・様 々な観点 から児童を見 ることによって,教 師がその子 な りのよさやがんば りに気 付 き,児 童

の意欲 を高 あるような指導ができるようになった。

〈今後の課題〉

児童一人一人 のがんばりやよさを見すごして しまわないように,教 師 のよ り有効 で的 確 な一 人

一人 のがんば りやよさのとらえ方 の工夫 が求 められる
。 さらに,教 師の評価 にとどま らず,児 童相

互 においても,多 様な観点で認 めあえるような指導の工夫 や,児 童 に成 就感 ・満 足感 を与 え る助

言 の工夫 も合 わせて考えていきたい。

また,自 主 的 ・実践 的態度 を育 てるたあに,児 童会活動 と学校行事の特質 をふ まえて一 層 の連

携を深 めてい く必要性があるのではないだろうか。今後,事 例 を積 み重ね,改 善 点 を探 って いき

たい。
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町 研 究 の ま と め

望禦欝 活業悪鷺 童の自主鰍 践的な鰹 面 ∴コ

学級活動低学年分科会

「みんなでっ くる

わ くわ く学級活動」

みんなでやるか ら楽 しい。

一人一人 が大切 な存 在 で あ

る ことを知 るように して き

た。学級集団 の中で 自分 の

役割 を振 り返 った り,友 だ

ちのよか った ことを認 め合

う場 を設定 した りす る こと

で,自 分 は学級 の一員 で あ

るとい う意識 を もっ子 が増

えて きた。 自分 たちです る

ことのす ば らしさを知 らせ、

活動す る時 間を確保 す るこ

とで、子 どもた ちが知恵 を

出 し合い,少 しずっ学級 独

自の話 合 いや集 会がで きる

よ うにな って きてい る。

「この学級 にい て よか っ

た楽 しい」 という学 級集 団

を意識 す る芽が育 ってきた。

学級活動 中学年分科会

「お互 いを認 め合 い,よ り

よい クラスをっ くろ うとす

る児童 が育っ学級活動」

話 合 い の 中で,人 の意 見

を受 けて い う意 見 や,人 の

気 持 ちを考 え た思 い や りの

あ る意 見 が 多 くな った。 終

末 の相 互評 価 で も友 達 の よ

い と ころを み っ け られ る よ

うに な り,人 との か か わ り

が深 ま った。 また話 合 い の

進 め方 が 全 員 に分 か る よ う

に な り,自 主 的 に 問 題 を 自

分 た ちで 解 決 で き る よ う に

な った。

この よ うに,話 合 い が,

よ りよ い もの にな っ て い く

と と もに,話 合 いで 決 ま る

内容 も よ りよ い ク ラ ス を め

ざす もの とな り,実 践 に っ

な が って い った。

児 童 会 活 動 ・学 校 行 事 分 科 会

「一人一人 が学校 の活動 を成 り立 たせて いると

実感で きる指導の工夫」 一児童会活動及び学校行事の特質をふまえて一

学級活動高学年分科会 一
i

「かかわ り合 い,認 め合 い1

高 ま り合 う学級活動」

・学級活動 では勿論 の こと

学級活動以 外の場 で も,か

かわ りを深 め ることが で き

るような活動 を意識 的 に行

うことで,一 人一 人が 自分

の存在,友 達の存在 を受 け

入れ,認 あ合 う中で支 持 的

風土が醸成 され た。

・議題 ボー ドなどの活 用 に

よ り,学 級 の問題を 自分 た

ちの問題 と して とらえ,さ

らに計画委員会 を中心 に,

議題決定 を全員で行 う作 業

の繰 り返 しによ り,議 題 の

共有化 を図 り,自 分 た ちの

問題 を解決す る意欲 を もっ

ことがで きた。 そ して,学

級会 カー ドを工夫す る こと

によ り議題決定後 か らの一

連 の活動 の流 れの中で,常

に提案理 由を意識 して取 り

組むことができるようになっ

た。

活 動 に対 して の め あて を共 有 で き るよ うに工夫 す る こ とに よ って,仲 間 意識 が高 ま り,よ

り意 欲 的 に取 り組 あ るよ うに な った。 ま た,異 学 年 グル ー プ の活 動 を取 り入 れ る こ と に よ っ

て,互 い を よ く知 る こ とが で き,自 分 の がん ば りが 伝 わ る と と もに友 達 の よ さ に も気 付 くよ

う にな った。 さ らに,教 師 側 も様 々な観 点 か らその 子 な りの よ さ やが ん ば り に気付 き,意 欲

を高 め る よ うな指 導 がで きる よ うにな った。
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